
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
と
効
果
的

な
熱
中
症
対
策
は
？ 

真
夏
日
が
続
き
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分

補
給
を
工
夫
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の

暑
さ
に
強
い
体
づ
く
り
の
方
法
と
し
て
「
や
や

強
め
の
運
動
の
後
、
糖
質
と
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

取
す
る
こ
と
が
有
効
」
と
い
う
研
究
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

研
究
に
よ
る
と
、
熱
中 

症
を
防
ぐ
た
め
に
は 

「
血
液
量
を
増
や
す
」 

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ 

そ
う
で
す
。
そ
も
そ
も
熱
中
症
は
、
体
内
の
水

分
不
足
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
「
皮
膚
表
面
の
血
管
ま
で
十
分
に
血
液

が
循
環
す
れ
ば
、
体
温
調
節
機
能
が
向
上
す
る
」

と
い
う
考
え
方
で
す
。
暑
さ
に
負
け
な
い
体
を

つ
く
る
に
は
、
体
力
の
７
割
程
度
の
負
荷
（
じ

っ
と
り
汗
を
か
く
く
ら
い
）
で
、
朝
夕
の
涼
し

い
時
間
帯
に
１
日
１
５
～
３
０
分
程
度
の
運
動

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
１
週
間
に
４
日
以
上
の

ペ
ー
ス
で
続
け
る
と
効
果
が
出
て
き
ま
す
。 

■
効
果
的
な
水
分
補
給
に
牛
乳
が
よ
い
ワ
ケ 

熱
中
症
は
、
暑
い
環
境
の
中
で
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
っ
て
体
温
が
異
常
に

上
昇
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。 

脱
水
症
状
を
防
ぐ
た
め
に
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
の
が
経
口
補
水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に
は
水
分

や
塩
分
以
外
の
成
分
も
含
ま
れ
て
い
て
、
熱
中

症
予
防
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
と
く
に
糖
質
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
の
で
過
剰
摂
取
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
れ
で
は
熱
中
症
予 

防
に
「
コ
ッ
プ
１
杯 

の
牛
乳
」
を
勧
め
る
理
由
は
何
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
「
血
液
量
を
増
や
す
」
タ
ン
パ
ク
質
が
多

い
か
ら
で
す
。 

牛
乳
に
は
「
ア
ル
ブ
ミ
ン
」
と
い
う
タ
ン
パ
ク

質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
血
管
内
に
水
分

を
引
き
込
ん
で
血
液
量
を
増
や
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
血
液
量
が
増
え
る
と
、
皮
膚
に
近
い

末
梢
血
管
ま
で
血
流
が
行
き
渡
り
、
発
汗
作
用

を
高
め
、
体
温
調
整
が
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。 

 

ま
た
、
牛
乳
に
は
塩
分
が
少
な
い
の
で
高
血
圧

な
ど
で
塩
分
の
摂
取
が
気
に
な
る
、
と
い
う
人

や
、
育
ち
盛
り
の
子
供
た
ち
、
骨
粗
し
ょ
う
症

が
気
に
な
る
女
性
や
高
齢
者
な
ど
に
も
オ
ス

ス
メ
で
す
。 

牛
乳
が
苦
手
な
方
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
含
む
乳

製
品
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア 

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
で
も 

代
用
で
き
ま
す
。
チ
ー
ズ 

な
ら
フ
ル
ー
ツ
な
ど
と 

一
緒
に
と
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、

美
味
し
い
か
ら
と
言
っ
て
食
べ
過
ぎ
る
と
、
カ

ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の
心
配
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
を
。 

 

■
口
当
た
り
が
良
く
水
分
豊
富
、 

低
カ
ロ
リ
ー
な
果
物
も
オ
ス
ス
メ 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
苦
手
と
い
う
方
に
は
、

み
ず
み
ず
し
い
果
物
も
口
当
た
り
が
よ
く
オ

ス
ス
メ
で
す
。
例
え
ば
ス
イ
カ
な
ど
は
水
分
が

９
割
で
低
カ
ロ
リ
ー
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。 

水
に
レ
モ
ン
や
オ
レ 

ン
ジ
、
梅
ジ
ュ
ー
ス 

な
ど
の
爽
や
か
な
酸 

味
を
少
し
加
え
る
と 

飲
み
や
す
く
な
り
ま
す
。 

刻
ん
だ
昆
布
を
水
に
つ
け
た
昆
布
水
に
果
物

を
く
わ
え
た
フ
レ
ー
バ
ー
昆
布
水
な
ど
も
、
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

油
断
で
き
な
い
暑
さ
と
付
き
合
う
た
め
に
、
上

手
に
美
味
し
く
水
分
補
給
を
し
て
、
元
気
に
夏

を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

猛
暑
で
体
温
超
え
の
気
温
が
続
き
、
熱
中
症
で

搬
送
さ
れ
る
人
の
ニ
ュ
ー
ス
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
暑
さ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
強
い
体
作
り

や
、
水
分
補
給
に
役
立
つ
オ
ス
ス
メ
の
飲
み
物

や
食
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ひ ゃ く そ う え ん け ん こ う 
平成 29年 7月号 

「IoT」とは「Internet of Things」の頭文字を取

った単語です。日本語では一般的に「モノのインター

ネット」と呼ばれています。IoT を簡単に説明する

と、「身の周りのあらゆるモノがインターネットに

つながる」仕組みのことです。 

これまでも、パソコンや携帯電話などのモノがイ

ンターネットにつながっていました。IoT ではこ

れまでインターネットとは無縁だったテレビやエ

アコンがインターネットにつながることにより、

モノが相互通信し、遠隔からも認識や計測、制御

などが可能となります。人が操作 

してインターネットにつなぐだけ 

ではなく、モノが自らインターネ 

ットにアクセスすることが IoT の 

特徴です。 

「夏休み」といえば、昆虫採集。なかでも、一度は

捕まえてみたいのが昆虫の王・カブトムシ。探すべ

きポイントをきちんとおさえて一緒に捕まえてみ

ましょう。 

まず、カブトムシは基本的に夜行性なので、夜は

17～22時、朝だと4～7時頃がいいでしょう。 

まず樹液が染み出ている木を探します。樹液部分だ

けでなくそのまわりをじっくりと探してみると、そ

のときに見つからなくても、数分後にカブトムシが

樹液に集まってくるということもあります。 

見つけたら、カラダの横側を親指と人指し指でつま

んで捕獲しましょう。オスなら角を持って引っ張っ

てもいいですが、羽ばたくことがあるのでビックリ

して離さないように。 

こんな風にして、お子さんや 

お孫さんと夏休みの思い 

出を作ってみてはいかが 

でしょう。 

「
最
近
の
若
い
子
」 

毎
朝
、
愛
犬
コ
タ
ロ
ー
と
散
歩
す
る
の
が
日
課
で

す
。
近
く
の
中
学
校
の
生
徒
が
朝
錬
で
走
る
コ
ー
ス

な
の
で
、
５
人
ぐ
ら
い
の
固
ま
り
が
す
れ
違
い
ざ

ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
～
す
」
と

挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。
次
々
と
集
団
が
や
っ
て
き
て

は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
～
す
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
、

も
う
輪
唱
状
態
で
す
（
笑
）
元
気
な
挨
拶
に
私
も
挨

拶
を
返
す
の
が
精
一
杯
。
の
ん
び
り
散
歩
と
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
の
時
間
が
大
好
き
で
す
。
気
持

ち
の
良
い
挨
拶
で
一
日
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
な
ん

て
最
高
で
す
。 

も
う
ひ
と
つ
、
若
い
人
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
に
感
心

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
あ
る
大
き
な
横
断
歩
道

で
、
向
か
い
側
か
ら
自
転
車
を
押
し
て
歩
い
て
く
る

二
十
代
の
女
性
に
、
八
十
歳
く
ら
い
の
女
性
が
、「
自

転
車
は
脇
を
通
り
な
さ
い
」
と
大
声
で
叱
っ
て
い
る

の
で
す
。
私
は
『
え
？
い
っ
た
い
何
が
悪
い
の
？
』

と
思
い
、
そ
の
若
い
女
性
が
ど
う
す
る
の
か
と
ド
キ

ド
キ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
は
「
あ
！
ス
ミ
マ

セ
ン
」
と
爽
や
か
に
通
り
過
ぎ
た
の
で
す
。
う
～
ん
、

私
に
は
と
て
も
真
似
で
き
ま
せ
ん
！ 

「
最
近
の
若
い
子
」 

か
ら
多
く
を
学
ん
だ 

初
夏
で
し
た
。 

 

 

 

身の回りのモノが 

インターネットにつながる仕組み 
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点は、前述の「水やりの役割」を踏まえて水やりをする

ことです。ジョウロなどで頭から勢いよく水をかけると、

水は鉢土の表面から鉢の内面を伝ってすぐに流れ落ちて

しまい、肝心の鉢中心部には行き渡りません。よって、

細口の水差しなどで株元からゆっくり優しく水やりしま

す。また埃のたまりやすい室内の観葉植物などは、月に

２回くらい葉の埃を洗い流すような水やりもしてあげま

しょう。 

 

庭の場合は鉢植えのように毎日水やりする必要はありま

せん。しかし、しばらく雨が降っていないとか、土の表

面にヒビが出た、土を掘ってみてもパサパサ……という

のは明らかに水分が足りない状態です。散水ホースなど

を上手に使って、たっぷりと水やりをしてください。 

 

【水やりにもクセがある】 

基本に従って同じように水やりをしているつもりでも、

実は人それぞれに「水やりのクセ」というものがありま

す。どうしても毎日水やりしたいとか、植物がぐったり

してから慌てて水やりをするなど、性格に起因するとこ

ろもあります。 

 

こういった水やりのクセをつかんでおけば、前者は素焼

き鉢に排水の良い土を選んで根腐れを起こさないように

したり、後者は乾きにくいプラ鉢に表面をパークチップ

で覆って乾燥を防止したり……というように、鉢選びか

らも水やりのクセをカバーすることができます。まずは、

自分の水やりの仕方を振り返り、そのクセを知っておく

と植物が長持ちします。 

 

水を欲しがっている植物に、 

必要なだけ水やりができるよ 

うになれば、ガーデナーと 

して一人前と言えるのかも 

しれませんね。 

【水やりの役割とは？】 

水やりには、次のような役割があります。 

・植物の根に水を吸収させる 

・水とともに、根が呼吸するのに必要な酸素を供給する 

・葉に付着した埃などを落とす 

・高温期には、株や土の温度を下げる 

つまり、水やりはただ漫然と植物に水を 

かけるという行為ではなく、植物の根が 

しっかりと水分や酸素を吸収でき 

るように与える必要があるとい 

うことです。 

 

【水やりはいつする？】 

時間帯でいえば、「水やりは朝のうちに」が基本ですが、

季節によって時間帯や回数を変える必要があります。 

■夏の水やり 

暑い日中の水やりは、根が煮えてしまうことがあるの

で、水やりは朝の涼しい内に済ませましょう。ただし鉢

植えなどは、朝にたっぷり与えても夕方までにはすっか

り鉢土が乾いてしまうことがあるので、夕方にも水やり

をします。 

また、既に水ぎれでグッタリしている場合は、夕方まで

我慢させたりせず、日陰に移動しバケツに張った水に鉢

ごとザブンとつけて株を冷やすと同時にしっかり吸水

させてあげましょう。 

 

■冬の水やり 

冬期の水やりは通常より回数を控えめにしますが、鉢土

が乾いたら気温が上がり始める朝～午前中に水やりを

しましょう。夕方に水やりをすると、日が陰ったとたん

に水気を含んだ鉢土の温度が冷え、最悪の場合は植物が

凍死してしまうこともあるので注意します。 

 

【水やりの方法】 

鉢植えの場合、「鉢土が乾いたら、鉢底から水が流れ出

るくらいにたっぷりと」が基本です。ここで注意したい

トマトもリンゴも若い実のときには葉緑素（ようりょくそ）

という物質が活動しています。この葉緑素は実が育つの

に必要な栄養を作り出しています。しかし、実がある程

度育ち、種ができると活動を停止。その代わり、太陽光

を浴びると赤い色を作り出すアントシア

ニンという色素が徐々に増えていくの

です。その結果、トマトやリンゴは赤

くなるというわけです。 

トマトやリンゴが赤くなるのはなぜ？ 

植物やお花にとって必要不可欠な、「水」。でも水のやり方次第で、植物を枯らしてしまうこともあります。 

植物栽培の基本なのに難しい水やり。その役割と水やりの仕方をご紹介します。 

トマトの原産地は、ペルーのアンデス高原です。日本に

は、江戸時代に渡来し、当時は観賞用でした。 

露地ものの旬は、６～８月頃です。色むらがなく、表面

に張りと艶があり、へたがきれいな緑色のものが新鮮で

す。角張っているものは、中が空洞のものがありますの

で避けましょう。 

栄養成分は、カロテン、ビタ 

ミンＣ・Ｅ・Ｂ１・Ｂ６、カ 

リウムが豊富に含まれていま 

す。赤い色素はリコピンです。 

酸味成分のクエン酸やリンゴ酸、食物繊維のペクチンも

含んでいます。 

カロテン、ビタミンＣ・Ｅが活性酸素を消去し、細胞や

血液を健やかにするので、ガンや動脈硬化を予防したり

美肌効果があります。リコピンは抗酸化力が強く、老化

防止やガン予防の効果があります。クエン酸やリンゴ酸

は、疲労回復・食欲増進に効果的です。カリウムは、高

血圧の予防に有効です。ペクチンは、コレステロール値

を下げ、便秘を解消します。 

５～８月は日差しの強さがピー

クになる時期。日焼け止めクリ

ームを露出部分全部に塗るのは

大変です。そこで帽子、サング

ラス、スカーフ、手袋などの 

合わせ技で日焼けを防ぎましょう。 

注意したいのは、サングラスの選び方。サングラスを

かけさえすれば紫外線が防げると思いがちですが、濃

い色のサングラスをかけて視界が暗くなると瞳孔は

開くため、かえって目の中に紫外線を多く取り込んで 

しまうことになるのです。これ

を防ぐために、サングラスは必

ず UV カット機能のあるものを

選びましょう。 

UV カットのサングラスで紫外線から目を守る 


